
４月５日、国指定史跡岡城跡や城下町を舞台
に「第77回岡城桜まつり」が開催されました。
当日は、約100人の大名行列、甲冑に身を包ん
だ約20人の武者行列がまちを練り歩きました。

広報たけた
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● 

は
じ
め
に

４
月
24
日
か
ら
２
期
目
が
ス
タ
ー
ト
し

ま
し
た
。
多
く
の
市
民
の
皆
様
か
ら
信
任

を
賜
り
、改
め
て
そ
の
責
任
の
重
さ
を
深

く
実
感
し
て
お
り
ま
す
。
市
民
の
皆
様
か

ら
寄
せ
ら
れ
る
ご
期
待
に
応
え
る
べ
く
、

１
期
目
以
上
に
果
敢
に
挑
戦
し
て
ま
い
り

ま
す
。

今
回
の
選
挙
期
間
中
、市
内
全
域
を
く

ま
な
く
訪
問
し
、多
く
の
市
民
の
皆
様
か

ら
直
接
声
を
伺
う
貴
重
な
機
会
を
得
ま
し

た
。
こ
れ
ま
で
の
施
策
へ
の
評
価
の
声
と

と
も
に
、解
決
が
進
ま
な
か
っ
た
課
題
へ

の
厳
し
い
ご
意
見
も
頂
戴
し
ま
し
た
。
こ

う
し
た
声
を
真
摯
に
受
け
止
め
、市
政
運

営
に
よ
り
一
層
邁
進
し
て
い
く
所
存
で
す
。

● 

人
口
減
少
社
会
へ
の
挑
戦

総
務
省
が
発
表
し
た
人
口
推
計
で
は
、

日
本
の
人
口
は
前
年
同
月
比
で
過
去
最
大

89
万
８
千
人
の
減
少
と
報
道
さ
れ
た
と
こ

ろ
で
す
が
、こ
の
人
口
減
少
社
会
の
現
実

を
受
け
止
め
、市
民
の
皆
様
が
安
心
し
て

暮
ら
せ
る
ま
ち
づ
く
り
を
推
進
す
る
と
と

も
に
、人
生
の
質
の
向
上
を
目
指
し
、「
い

の
ち
輝
く
竹
田
市
づ
く
り
」を
掲
げ
、人

口
減
少
に
立
ち
向
か
う「
あ
ら
が
う
」施

策
と
、時
代
に
即
し
た「
合
わ
せ
る
」施
策

を
展
開
し
て
ま
い
り
ま
す
。

●「
あ
ら
が
う
」施
策

「
あ
ら
が
う
」施
策
と
し
て
、竹
田
市
の

産
業
の
グ
レ
ー
ド
ア
ッ
プ
を
図
り
、生
き

生
き
と
働
け
る
地
域
の
創
出
に
こ
れ
ま
で

以
上
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

ま
ず
、基
幹
産
業
で
あ
る
農
林
業
の
振

興
に
力
を
注
ぎ
ま
す
。
令
和
５
年
度
の
農

業
産
出
額
は
、２
３
８
億
２
千
万
円
に
達

し
、前
年
よ
り
増
加
。
全
国
順
位
も
69
位

か
ら
65
位
に
上
昇
し
ま
し
た
。
し
か
し
、

担
い
手
不
足
が
深
刻
化
し
て
い
る
た
め
、

新
規
就
農
者
支
援
が
急
務
で
す
。「
フ
ァ
ー

マ
ー
ズ
ス
ク
ー
ル
」や「
ス
タ
ー
ト
ア
ッ

プ
フ
ァ
ー
ム
た
け
た
」を
さ
ら
に
発
展
さ

せ
、果
樹
生
産
拡
大
の
た
め
の
制
度
充
実

や
高
付
加
価
値
作
物
の
生
産
基
盤
強
化
を

推
進
し
ま
す
。

加
え
て
、鳥
獣
被
害
へ
の
対
策
も
重
要

で
す
。
ワ
イ
ヤ
ー
メ
ッ
シ
ュ
柵
を
活
用
し

た
被
害
軽
減
を
進
め
る
ほ
か
、個
体
数
減

少
を
目
指
し
た
包
括
的
施
策
を
展
開
し
ま

す
。
こ
れ
ら
の
取
り
組
み
を
通
じ
て
農
業

経
営
の
安
定
化
を
図
り
、農
林
業
の
さ
ら

な
る
振
興
を
目
指
し
ま
す
。

人
口
減
少
に
あ
ら
が
う
た
め
、若
者
や

移
住
者
の
定
住
促
進
が
不
可
欠
で
あ
り
、

働
く
場
の
確
保
が
重
要
な
課
題
で
す
。
竹

田
市
で
は
、地
元
企
業
・
地
域
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ・
行
政
が
連
携
し
、「
竹
田
市
移
住
促

進
社
会
人
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
」事
業
を

推
進
。
昨
年
度
は
、こ
の
事
業
な
ど
の
施

策
に
よ
り
、過
去
10
年
間
で
最
多
と
な
る

移
住
者
数
を
迎
え
入
れ
ま
し
た
。

さ
ら
に
企
業
誘
致
を
通
じ
、地
域
経
済

活
性
化
に
も
取
り
組
み
ま
す
。
地
域
資
源

や
人
材
を
活
用
し
て
新
た
な
雇
用
を
創
出

し
、若
者
の
定
住
を
促
進
し
ま
す
。
中
九

州
横
断
道
路
の
早
期
完
成
を
目
指
し
て
、

交
通
網
整
備
や
情
報
イ
ン
フ
ラ
拡
充
に
よ

り
企
業
も
進
出
し
や
す
い
環
境
を
整
備
し
、

地
域
産
業
の
多
様
化
や
地
元
企
業
と
の
連

携
強
化
を
図
り
な
が
ら
、経
済
基
盤
を
強

化
い
た
し
ま
す
。

ま
た
、人
材
不
足
に
よ
る
事
業
縮
小
を

回
避
す
る
た
め
、外
国
人
材
の
受
け
入
れ

を
促
進
し
、多
文
化
共
生
社
会
の
実
現
に

向
け
た
取
り
組
み
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

観
光
分
野
に
お
い
て
は
、訪
日
外
国
人

観
光
客
の
増
加
を
踏
ま
え
、竹
田
市
の
観

土
居
市
政

　

２
期
目
が
ス
タ
ー
ト

「
い
の
ち
輝
く
竹
田
市
づ
く
り
」に
向
け
、急
速
に
進
む
人
口
減
少
に
あ

ら
が
い
な
が
ら
、今
の
時
代
に
合
わ
せ
る
竹
田
市
づ
く
り
を
４
年
間
担
っ

て
き
た
土
居
昌
弘
市
長
が
、先
の
市
長
選
挙
で
再
選
さ
れ
ま
し
た
。

今
月
号
で
は
、２
期
目
の
市
政
運
営
と
基
本
施
策
の
方
針
に
つ
い
て
紹

介
し
ま
す
。

↑海老納委員長から当選証書を受領する土居市長
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広報たけた５月号

今月の目次　− Lineup −

前 月 比
人　口 18,688 人 − 120 人
男　性 8,832 人 − 52 人
女　性 9,856 人 − 68 人
世帯数 9,644 世帯 −25世帯

※令和７年４月１日現在の住民基本台帳による

■表紙題字
　第76回画聖「田能村竹田」先生を
　しのぶ美術祭
　竹田市長賞　吉

き ら
良　茉

ま お
緒さん

人 口 の う ご き

２
４
６

７

８

９

10

11
12
14
15
16
20

21
22

23
24

土居市政 ２期目がスタート
令和７年度竹田市人事異動
令和７年度軽自動車税（種別割）の
減免申請／住宅用火災警報器の購
入費用の一部を補助
在宅高齢者の方の住宅改造を助成
します！／在宅重度障がい者の方
の住宅改造を助成します
竹田市移住促進社会人インターン
シップ／竹田市移住応援給付金
ぬくもり／「人権擁護委員の日 人
権なんでも相談所」 ほか
竹田市交通死亡事故多発非常事態
宣言発令 ほか
たけたんトピックス
たけたんカレンダー
健康コーナー
休日・夜間の在宅当番医院 ほか
たけたんインフォ ほか
ドイツの芸術家マライケ・モアー展
／第12回特別弔慰金 ほか
図書館へ行こう！
グランツたけたからのお知らせ／
まるごと博物館
アッパレ！100歳 ほか
郷土の植物／すくすく１歳／誕生
おめでとう ほか

光
資
源
を
活
か
し
た
滞
在
交
流
型
ツ
ー
リ

ズ
ム
を
推
進
す
る
な
ど
、更
な
る
観
光
消

費
額
の
向
上
を
目
指
し
ま
す
。

●「
合
わ
せ
る
」施
策

少
子
高
齢
化
が
進
展
す
る
中
で「
合
わ

せ
る
」施
策
も
重
要
で
す
。
地
域
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
で
あ
る
自
治
会
な
ど
の
構
成
員
が

減
少
す
る
中
、高
齢
化
率
が
49
％
を
超
え

る
現
状
を
踏
ま
え
、一
人
暮
ら
し
世
帯
の

孤
立
を
防
ぐ
た
め
の
施
策
を
進
め
る
必
要

が
あ
り
ま
す
。
人
口
減
少
に
合
わ
せ
て
、

戦
略
的
に
縮
小
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
り

ま
せ
ん
。
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
と
の
関
わ

り
を
深
め
る
通
い
の
場
や
生
涯
学
習
の
機

会
を
充
実
さ
せ
、『
人
生
百
年
時
代
』を
見

据
え
た
生
活
基
盤
を
整
備
い
た
し
ま
す
。

ま
た
、地
域
医
療
、介
護
、福
祉
、子
育

て
な
ど
の
包
括
的
な
支
援
体
制
を
充
実
さ

せ
、市
民
の
暮
ら
し
を
総
合
的
に
支
え
る

仕
組
み
を
構
築
し
て
ま
い
り
ま
す
。

教
育
分
野
で
は
、多
様
性
を
尊
重
し
、

子
ど
も
た
ち
が
主
体
的
に
学
び
合
え
る
環

境
を
提
供
す
る
こ
と
が
重
要
で
す
。
義
務

教
育
課
程
を
よ
り
充
実
さ
せ
、学
校
再
編

を
進
め
な
が
ら
、未
来
を
担
う
若
い
世
代

の
成
長
を
支
援
し
て
ま
い
る
所
存
で
す
。

● 

時
代
に
合
っ
た
行
財
政
改
革

本
年
、竹
田
市
は
合
併
し
て
20
年
の
節

目
を
迎
え
ま
す
。
合
併
前
に
建
設
さ
れ
た

公
共
施
設
の
経
年
劣
化
等
に
よ
る
維
持

管
理
費
や
修
繕
費
は
、物
価
上
昇
に
伴
い

経
常
経
費
と
し
て
財
政
を
圧
迫
し
つ
つ

あ
り
ま
す
。
公
共
施
設
の
資
産
マ
ネ
ジ
メ

ン
ト
や
行
財
政
改
革
を
進
め
る
中
で
、今

の
時
代
に
合
う
組
織・
歳
出
の
あ
り
方
を

構
築
し
て
い
く
所
存
で
す
。
持
続
可
能
な

竹
田
市
づ
く
り
に
は
、場
合
に
よ
っ
て
は

廃
止
な
ど
厳
し
い
決
断
も
必
要
と
な
る
こ

と
が
あ
り
ま
す
。
市
民
の
皆
様
の
ご
理
解

と
ご
協
力
を
心
よ
り
お
願
い
申
し
上
げ
ま

す
。
併
せ
て
、Ｄ
Ｘ（
デ
ジ
タ
ル・
ト
ラ
ン

ス
フ
ォ
ー
メ
ー
シ
ョ
ン
）を
さ
ら
に
推
進

し
、「
書
か
な
い
窓
口
」「
待
た
な
い
窓
口
」

「
行
か
な
い
窓
口
」な
ど
、市
民
サ
ー
ビ
ス

の
利
便
性
向
上
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

● 

こ
ど
も
診
療
所

最
後
に
休
診
し
て
い
る
こ
ど
も
診
療
所

に
つ
い
て
で
す
。
子
育
て
中
の
ご
家
庭
を

は
じ
め
市
民
の
皆
様
に
は
、長
ら
く
ご
不

便
と
ご
迷
惑
を
お
か
け
し
て
お
り
ま
す
こ

と
に
深
く
お
詫
び
申
し
上
げ
ま
す
。

検
討
委
員
会
の
答
申
を
受
け
、小
児
医

療
の
拠
点
施
設
と
し
て
地
域
医
療
の
役
割

を
安
定
的
・
持
続
的
に
担
え
る
よ
う
、再

開
に
向
け
て
取
り
組
み
を
進
め
て
ま
い
り

ま
す
。

● 

結
び
に

市
民
の
皆
様
と
と
も
に
、第
２
次
竹
田

市
総
合
計
画
で
掲
げ
た
将
来
像「
ひ
と
が

輝
き 

未
来
へ
つ
な
ぐ 

い
の
ち
溢
れ
る
ま

ち『
竹
田
』」の
実
現
に
向
け
、さ
ま
ざ
ま

な
施
策
に
取
り
組
み
、竹
田
市
の
未
来
を

切
り
拓
い
て
ま
い
り
ま
す
。
さ
ま
ざ
ま
な

課
題
が
山
積
し
て
お
り
ま
す
が
、ご
支
援

と
ご
協
力
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し

上
げ
ま
す
。

　
　
令
和
７
年
４
月
24
日

　
　
　
　
竹
田
市
長　
土　
居　
昌　
弘

↑手書きすることなく申請書等を作成できるサービスを稼働中
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【
５
月
１
日
付
（　
）
内
は
旧
役
職
】

■
課
長

▽
総
合
政
策
課
長
（
総
合
政
策
課
長
兼
情

報
推
進
課
長
）
本
田
広
行
▽
情
報
推
進
課

長
ケ
ー
ブ
ル
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
係
長
事
務
取

扱
（
社
会
福
祉
課
長
兼
高
齢
者
福
祉
課

長
）
加
藤
剛
▽
財
政
課
長
（
市
民
課
長
兼

人
権
・
部
落
差
別
解
消
推
進
課
長
）
後
藤

和
司
▽
契
約
検
査
室
長
（
建
設
課
長
補
佐

兼
道
路
管
理
係
長
）
中
村
祐
二
▽
税
務
課

長
（
総
合
政
策
課
長
補
佐
政
策
推
進
係
総

括
）
佐
田
圭
司
▽
市
民
課
長
（
荻
支
所

長
）
井
上
清
志
▽
環
境
課
長
（
竹
田
中
央

学
校
給
食
共
同
調
理
場
長
兼
久
住
学
校
給

食
共
同
調
理
場
長
）
甲
斐
正
寿
▽
保
険
健

康
課
長
（
生
涯
学
習
課
長
）
藤
島
勲
▽
人

権
・
部
落
差
別
解
消
推
進
課
長
（
建
設
課

付
課
長
都
市
計
画
担
当
）
峯
野
憲
司
▽
社

会
福
祉
課
長
（
教
育
総
務
課
長
）
羽
田
野

京
子
▽
社
会
福
祉
課
参
事
兼
竹
田
保
育
所

長
（
社
会
福
祉
課
長
補
佐
兼
竹
田
保
育
所

長
）
伊
井
雪
江
▽
高
齢
者
福
祉
課
長
（
保

険
健
康
課
長
補
佐
国
保
・
高
齢
者
医
療
総

括
）
工
藤
美
紀
▽
農
政
課
長
（
農
政
課
長

兼
農
林
整
備
課
長
）
渡
部
哲
哉
▽
農
林
整

備
課
長
（
農
林
整
備
課
長
補
佐
兼
農
村
計

画
係
長
）
吉
野
謙
吾
▽
建
設
課
付
課
長
中

 
令
和
７
年
度 

竹
田
市
人
事
異
動

令
和
７
年
５
月
１
日
に
人
事
異
動
を
行
い
ま
し
た
。九

州
道
推
進
係
長
事
務
取
扱
（
建
設
課
長

補
佐
兼
中
九
州
道
推
進
係
長
）
山
口
浩
輔

▽
会
計
管
理
者
兼
会
計
課
長
（
会
計
管
理

者
兼
会
計
課
長
兼
税
務
課
長
）
阿
南
輝
明

▽
荻
支
所
長
（
保
険
健
康
課
長
）
安
南
泰

彦
▽
教
育
総
務
課
長
（
財
政
課
長
兼
契
約

検
査
室
長
）
廣
瀬
恵
三
▽
生
涯
学
習
課
長

（
環
境
課
長
環
境
衛
生
係
長
事
務
取
扱
）

橋
本
一
彦
▽
竹
田
中
央
学
校
給
食
共
同
調

理
場
長
兼
久
住
学
校
給
食
共
同
調
理
場
長

（
荻
支
所
長
補
佐
兼
産
業
建
設
係
長
）
後

藤
誠
郎
▽
監
査
事
務
局
参
事
兼
庶
務
係
長

併
選
挙
管
理
委
員
会
事
務
局
参
事
兼
選
挙

係
長
（
監
査
事
務
局
次
長
兼
庶
務
係
長
併

選
挙
管
理
委
員
会
事
務
局
次
長
兼
選
挙
係

長
）
藤
原
み
ど
り

■
課
長
補
佐

▽
総
合
政
策
課
長
補
佐
政
策
推
進
係
総

括
（
財
政
課
長
補
佐
兼
財
政
係
長
）
後
藤

英
樹
▽
総
合
政
策
課
長
補
佐
兼
ま
ち
づ
く

り
推
進
係
長
（
農
政
課
主
幹
林
業
振
興
係

総
括
）
進
堅
大
▽
総
合
政
策
課
長
補
佐
竹

田
市
文
化
振
興
財
団
派
遣
（
建
設
課
都
市

計
画
係
長
）
中
島
亜
紀
子
▽
財
政
課
長
補

佐
兼
財
政
係
長
（
税
務
課
主
幹
兼
収
納
管

理
室
長
）
大
窪
孝
幸
▽
契
約
検
査
室
長
補

佐
（
総
務
課
主
幹
兼
職
員
係
長
）
工
藤

渡
▽
税
務
課
長
補
佐
収
納
管
理
担
当
（
直

入
支
所
長
補
佐
市
民
係
総
括
）
内
田
英
子

▽
税
務
課
長
補
佐
兼
収
納
管
理
室
長
（
生

涯
学
習
課
長
補
佐
兼
ス
ポ
ー
ツ
振
興
係

長
）
久
保
芳
久
▽
税
務
課
長
補
佐
兼
資
産

係
長
（
税
務
課
長
補
佐
課
税
係
総
括
）
井

上
久
憲
▽
市
民
課
長
補
佐
兼
市
民
係
長
兼

年
金
係
長
（
社
会
福
祉
課
長
補
佐
兼
障
が

い
福
祉
係
長
）
鳴
川
晴
美
▽
保
険
健
康
課

長
補
佐
管
理
係
総
括
（
保
険
健
康
課
主
幹

管
理
係
総
括
）
児
玉
貴
生
▽
社
会
福
祉
課

長
補
佐
障
が
い
福
祉
係
総
括
（
高
齢
者
福

祉
課
主
幹
兼
高
齢
者
支
援
係
長
）
吉
野
秀

樹
▽
高
齢
者
福
祉
課
長
補
佐
介
護
保
険
担

当
（
高
齢
者
福
祉
課
主
幹
兼
主
任
保
健

師
）
渡
部
綾
▽
高
齢
者
福
祉
課
長
補
佐
高

齢
者
支
援
係
総
括
（
農
業
委
員
会
事
務
局

主
幹
兼
管
理
係
長
）
渡
部
夕
樹
▽
農
政
課

長
補
佐
兼
農
業
振
興
係
長
（
農
政
課
長
補

佐
農
業
振
興
係
総
括
）
井
出
剛
▽
商
工
観

光
課
長
補
佐
商
工
観
光
係
総
括
（
商
工
観

光
課
長
補
佐
兼
商
工
観
光
係
長
）
佐
藤
淳

一
▽
建
設
課
長
補
佐
兼
庶
務
係
長
（
建
設

課
主
幹
兼
庶
務
係
長
）
後
藤
正
樹
▽
建
設

課
長
補
佐
兼
土
木
係
長
兼
道
路
管
理
係

長
（
建
設
課
長
補
佐
兼
土
木
係
長
）
渡
邉

長
武
▽
建
設
課
長
補
佐
兼
都
市
計
画
係

長
（
社
会
福
祉
課
長
補
佐
生
活
保
護
係
総

括
）
磯
野
俊
彦
▽
会
計
課
長
補
佐
兼
会
計

係
長
（
建
設
課
長
補
佐
庶
務
係
総
括
）
渡

邊
真
由
美
▽
久
住
支
所
長
補
佐
市
民
係
総

括
（
市
民
課
主
幹
兼
市
民
係
長
兼
年
金
係

長
）
佐
藤
雅
子
▽
久
住
支
所
長
補
佐
兼
産

業
建
設
係
長
（
久
住
支
所
主
幹
兼
産
業
建

設
係
長
）
伊
東
豪
▽
直
入
支
所
長
補
佐
市

民
係
総
括
（
直
入
支
所
主
幹
兼
市
民
係

長
）
竹
下
有
香
▽
直
入
支
所
長
補
佐
兼
産

業
建
設
係
長
（
学
校
教
育
課
主
幹
兼
教
育

指
導
係
長
）
菊
地
謙
一
▽
教
育
総
務
課
長

補
佐
兼
総
務
係
長
（
教
育
総
務
課
長
補
佐

総
務
係
総
括
）
古
澤
邦
利
▽
教
育
総
務
課

長
補
佐
兼
施
設
管
理
係
長
（
教
育
総
務
課

主
幹
兼
施
設
管
理
係
長
）
羽
田
野
亘
▽
生

涯
学
習
課
長
補
佐
公
民
館
・
生
涯
学
習
係

総
括
（
久
住
支
所
長
補
佐
市
民
係
総
括
）

原
田
孝
美
▽
生
涯
学
習
課
長
補
佐
兼
公
民

館
・
生
涯
学
習
係
長
（
生
涯
学
習
課
主
幹

兼
公
民
館
・
生
涯
学
習
係
長
）
原
田
秋
生

▽
生
涯
学
習
課
長
補
佐
兼
ス
ポ
ー
ツ
振
興

係
長
（
総
合
政
策
課
長
補
佐
）
関
口
恵
介

▽
農
業
委
員
会
事
務
局
次
長
兼
管
理
係
長

（
税
務
課
長
補
佐
兼
資
産
係
長
）
馬
場
勇

二
▽
農
業
委
員
会
事
務
局
次
長
農
地
係
総

括
（
農
業
委
員
会
事
務
局
次
長
兼
農
地
係

長
）
中
村
美
智
子

■
係
長

▽
総
務
課
行
政
係
長
（
総
務
課
防
災
危
機

管
理
室
係
長
）
足
達
京
悟
▽
総
務
課
職
員

係
長
（
総
務
課
行
政
係
長
）
小
野
真
吾
▽

総
務
課
防
災
危
機
管
理
室
係
長
（
直
入
支
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所
産
業
建
設
係
長
）
小
代
一
成
▽
情
報
推

進
課
Ｄ
Ｘ
推
進
係
長
（
情
報
推
進
課
）

工
藤
健
▽
環
境
課
主
幹
兼
環
境
衛
生
係

長
（
総
合
政
策
課
主
幹
兼
ま
ち
づ
く
り
推

進
係
長
）
髙
本
輝
美
▽
保
険
健
康
課
主
幹

国
保
・
高
齢
者
医
療
係
総
括
（
保
険
健
康

課
主
幹
国
保
・
高
齢
者
医
療
担
当
）
山
村

明
子
▽
保
険
健
康
課
主
幹
国
保
・
高
齢
者

医
療
担
当
（
高
齢
者
福
祉
課
主
幹
兼
主
任

保
健
師
）
中
里
裕
美
▽
社
会
福
祉
課
主
幹

兼
障
が
い
福
祉
係
長
（
社
会
福
祉
課
主
幹

障
が
い
福
祉
担
当
）
児
玉
寛
子
▽
竹
田
保

育
所
主
任
保
育
士
（
竹
田
保
育
所
）
藤
川

佳
奈
子
▽
高
齢
者
福
祉
課
高
齢
者
支
援
係

長
（
高
齢
者
福
祉
課
）
柚
木
玲
奈
▽
畜

産
振
興
課
畜
産
係
長
（
畜
産
振
興
課
）
衛

藤
勝
幸
▽
農
林
整
備
課
主
幹
兼
庶
務
係

長
（
上
下
水
道
課
主
幹
兼
庶
務
係
長
）
後

藤
寿
子
▽
農
林
整
備
課
主
幹
兼
農
村
計
画

係
長
（
上
下
水
道
課
）
塩
飽
壮
平
▽
農
林

整
備
課
主
幹
地
籍
調
査
係
担
当
（
農
林
整

備
課
主
幹
兼
庶
務
係
長
）
井
上
千
賀
子
▽

農
林
整
備
課
地
籍
調
査
係
長
（
畜
産
振
興

課
畜
産
係
長
）
後
藤
祥
司
▽
商
工
観
光
課

商
工
観
光
係
長
（
農
林
整
備
課
地
籍
調
査

係
長
）
竹
下
友
治
▽
上
下
水
道
課
主
幹
兼

庶
務
係
長
（
農
政
課
主
幹
兼
農
業
振
興
係

長
）
山
崎
竜
介
▽
荻
支
所
主
幹
兼
産
業
建

設
係
長
（
農
林
整
備
課
主
幹
地
籍
調
査
係

担
当
）
黒
林
達
也
▽
直
入
支
所
市
民
係

長
（
農
林
整
備
課
）
堀
琢
磨
▽
学
校
教
育

課
教
育
指
導
係
長
（
教
育
総
務
課
総
務
係

長
）
津
曲
美
香
▽
農
業
委
員
会
事
務
局
農

地
係
長
（
税
務
課
）
伊
藤
慎
弥

■
一
般

▽
総
合
政
策
課
（
農
政
課
）
吉
野
順
子
▽

情
報
推
進
課
（
契
約
検
査
室
）
佐
田
直
人

▽
財
政
課
（
情
報
推
進
課
長
補
佐
兼
Ｄ
Ｘ

推
進
係
長
）
筑
紫
聡
▽
税
務
課
（
久
住
支

所
）
渕
憲
治
▽
税
務
課
（
久
住
支
所
）
岩

本
哲
尚
▽
市
民
課
（
生
涯
学
習
課
）
志
賀

さ
く
ら
▽
保
険
健
康
課
（
会
計
課
長
補
佐

兼
会
計
係
長
）
峯
田
佳
子
▽
保
険
健
康

課
（
保
険
健
康
課
長
補
佐
）
吉
田
ま
り
子

▽
社
会
福
祉
課
（
情
報
推
進
課
長
補
佐
兼

ケ
ー
ブ
ル
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
係
長
）
渡
邊
良

夫
▽
高
齢
者
福
祉
課
（
保
険
健
康
課
）
熊

谷
芳
浩
▽
農
政
課
（
環
境
課
）
牛
尾
公
一

▽
農
政
課
（
総
合
政
策
課
）
齋
藤
奈
々
子

▽
農
政
課
（
税
務
課
）
矢
野
希
▽
畜
産
振

興
課
（
総
合
政
策
課
）
井
野
輝
未
▽
農
林

整
備
課
（
人
権
・
部
落
差
別
解
消
推
進
課

長
補
佐
）
小
島
崇
▽
農
林
整
備
課
（
直
入

支
所
）
荒
木
創
太
▽
農
林
整
備
課
（
農
業

委
員
会
事
務
局
）
河
﨑
凌
央
▽
建
設
課

（
農
林
整
備
課
長
補
佐
）
原
田
寿
▽
建
設

課
（
社
会
福
祉
課
）
加
来
明
日
香
▽
建
設

課
（
商
工
観
光
課
）
矢
須
田
紫
織
▽
上
下

水
道
課
（
契
約
検
査
室
長
補
佐
）
佐
藤
淳

一
郎
▽
久
住
支
所
（
財
政
課
）
渡
邊
大
和

▽
久
住
支
所
（
市
民
課
）
佐
藤
し
お
り
▽

直
入
支
所
（
生
涯
学
習
課
）
塩
手
大
史
▽

教
育
総
務
課
（
農
林
整
備
課
）
佐
田
裕
美

▽
生
涯
学
習
課
（
農
林
整
備
課
）
田
部
貴

之■
任
期
付
き
職
員
（
４
月
１
日
付
）

▽
こ
ど
も
診
療
所
事
務
長
（
採
用
） 

神
志

那
貴
雅

 

竹
田
市
消
防
本
部
・
消
防
署
人
事
異
動

■
消
防
本
部
・
課
長
補
佐

▽
消
防
本
部
総
務
課
長
補
佐
消
防
団
係
総

括
（
久
住
分
署
副
分
署
長
）
岩
屋
英
明

■
消
防
本
部
・
係
長

▽
消
防
本
部
総
務
課
庶
務
係
長
（
消
防
本

部
総
務
課
庶
務
係
長
兼
消
防
署
通
信
係

長
）
井
野
隆
一

■
消
防
本
部
・
一
般

▽
消
防
本
部
総
務
課
付
市
長
部
局
出
向

（
久
住
分
署
） 

佐
久
間
洋
平

■
消
防
署
・
課
長
補
佐

▽
久
住
分
署
副
分
署
長
（
消
防
本
部
総
務

課
長
補
佐
消
防
団
係
総
括
）
内
那
洋
介

■
消
防
署
・
係
長

▽
消
防
署
救
助
第
１
係
長
本
署
救
助
隊
長

（
消
防
署
救
助
係
長
）
長
野
幸
男
▽
消
防

署
救
助
第
２
係
長
本
署
救
助
副
隊
長
（
久

住
分
署
調
査
係
長
）
大
塚
省
吾
▽
消
防
署

通
信
係
長
（
消
防
署
通
信
係
）
森
慎
一
郎

▽
消
防
署
救
急
第
１
係
長
本
署
救
急
隊

長
（
消
防
署
救
急
係
長
）
阿
部
晋
一
郎
▽

消
防
署
救
急
第
２
係
長
本
署
救
急
副
隊
長

（
消
防
署
救
急
係
）
井
淳
一
郎
▽
久
住
分

署
調
査
係
長
（
消
防
署
救
助
係
）
足
達
大

輔■
消
防
署
・
一
般

▽
消
防
署
救
助
係
（
市
長
部
局
総
務
課
）

麻
生
拓
児
▽
消
防
署
救
助
係
（
久
住
分

署
）
佐
藤
大
夢
▽
消
防
署
救
急
係
（
久
住

分
署
）
村
中
将
斗
志
▽
消
防
署
救
急
係

（
久
住
分
署
）
加
藤
誠
也
▽
消
防
署
救
急

係
（
久
住
分
署
）
原
田
祥
信
▽
久
住
分
署

（
消
防
署
通
信
係
）
田
部
智
康
▽
久
住
分

署
（
消
防
署
救
急
係
）
吉
川
両
介
▽
久
住

分
署
（
消
防
署
救
急
係
）
吉
野
隆
史
▽
久

住
分
署
（
消
防
署
救
急
係
）
姫
野
孝
彰
▽

久
住
分
署
（
消
防
署
救
助
係
）
飛
瀬
賢
歩

▽
久
住
分
署
（
消
防
署
救
急
係
兼
久
住
分

署
）
今
澤
太
志
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令和７年度 軽自動車税（種別割）の減免申請はお済みですか？

住宅用火災警報器の購入費用の一部を補助します！

本市では、身体障害者手帳、精神障害者保健福祉手帳、療育手帳、戦傷病者手帳のいずれかの手帳
をお持ちの方で、一定の要件を満たす場合に軽自動車税（種別割）の減免が受けられます。減免申請
を行う方は必要なものをご準備いただき、申請期限までに窓口へお越しください。

申請に必要なもの：障害者手帳等、車検証、
　　　　　　　　運転免許証またはマイナ免許証（実際に車両を運転する方のもの）
申　請　窓　口：本庁舎税務課または、各支所市民係

確認事項
１．障がいの内容や等級により、減免に該当しない場合があります。
２．障がいのある方と運転する方が異なる場合、別途書類が必要です。書類の準備に時間がかか

る場合がありますので、早めに下記までお問い合わせください。
３．令和６年度減免の適用を受けた方に対して、令和６年 11 月に現況届出書を送付しています。

すでに現況届出書を提出された方は、新たに減免の申請を行う必要はありません。ただし、
手帳の内容や等級が変わった方、車両を買い替えた方など申請内容に変更がある方は、再度
申請が必要です。

　　現況届出書の提出がお済みでない方は、６月２日㈪までに提出をお願いします。
■問税務課課税係 ☎ 63-1111（内線 126）

手続きの流れ

➡ ➡ ➡

補助対象世帯

補 助 金 の 額

補 助 対 象 の
火 災 警 報 器

ア．65歳以上の高齢者のみの世帯
イ．障害等級２級以上の手帳の交付を受けている方がいる世帯
ウ．療育手帳の交付を受けている方で、障がいの程度が重度及び最重度の方がいる世帯
エ．在宅介護の世帯のうち、要介護の認定を受けている方がいる世帯 
オ．その他、消防長が必要と認めた世帯

⑴ 補助対象世帯のイ～エに該当する世帯は、購入費用の５分の４
⑵ 75歳以上のみの世帯は、購入費用の５分の４
⑶ 65歳以上のみの世帯は、購入費用の３分の２
※それぞれ上限4,000円

⑴ 対象の住宅用火災警報器の種類は、煙式です。（熱式は対象外）
⑵ 対象の設置場所は、寝室・階段（２階に寝室がある場合）です。
　（台所・リビング等に設置する場合は対象外です。）
⑶ 新規、交換（製造年から５年経過している場合）が対象です。

① 購入前に事前
　 相談

② 住宅用火災警報
　 器（煙式）を購入

③ 申請 ④ 交付決定後、指定　  
　  の口座に入金します

※取付け等支援事業として、取り付けが困難な場合は、無償で消防職員が行います。
■問消防本部警防課予防係 ☎ 63-0119

申請期限：６月２日㈪

広報たけた  令和７年５月号 6



在宅高齢者の方の住宅改造を助成します！

在宅重度障がい者の方の住宅改造を助成します

在宅の高齢者がいる世帯で、住宅設備等を在宅高齢者に適するよう改造するためにかかった費用
に対して、その経費の一部を助成します。工事前の申請が必要です。

対象者　�次の⑴～⑶のすべてに該当する世帯。ただし、⑴については、いずれかに該当する世帯と
なります。

⑴ ①介護保険の要介護認定において、要支援・要介護と認定された在宅の高齢者がいる世帯
 　②在宅の75歳以上の高齢者がいる世帯
 　③在宅高齢者のみの世帯（※在宅高齢者のみの世帯とは、年齢がおおむね65歳以上であること）
⑵世帯員が市内に住所を有する世帯
⑶生計中心者の前年の所得金額が、200万円未満の世帯

対象となる工事　�手すりの取り付け、段差の解消、滑り防止、和式便器から洋式
便器への取り替え、扉の取り替えなど

在宅重度心身障がい者（児）または、その障がい者と同居する方が、障がい者に適するように住宅
を改造する経費の助成制度があります。工事前の申請が必要です。

対象者　�次の①～③のすべてに該当する世帯。
①�重度障がい者（身体障害者手帳１・２級、療育手帳A１・A２、精神障害者保健福祉手帳１級）のい

る世帯（住宅の不具合と、かけ離れた障がいを合わせて総合等級とするのは不可）
②市内に住所を有する世帯
③生計中心者の前年の所得金額が、200万円未満の世帯

対象となる工事　�玄関、台所、浴室、便所、廊下、居室、階段、洗面所の改造など

申込方法
必要書類（申請書・個別調書・見積書・現場見取図・現況写真・所得証明書・誓約書・完納

証明書）を高齢者福祉課に提出してください。（事前着工不可）
※詳しくは、市公式ホームページをご覧になるか下記までお問い合わせください。
■申・■問 高齢者福祉課介護保険係 ☎ 63-4809

申込方法
申請には、協議書・計画書・見積書等が必要です。（事前着工不可）申請を希望される方は、社会福

祉課まで提出してください。
※詳しくは、下記までお問い合わせください。
■申・■問 社会福祉課障がい福祉係 ☎ 63-4811

補助率（対象経費の３分の２）
限度額 助成額 備　考

600,000円 400,000円
400,000円 266,000円 介護保険の住宅改修費の給付対象者となる在宅高齢者のいる世帯

補助率（対象経費の３分の２）
限度額 助成額

600,000円 400,000円

市公式HP

申請期限：６月６日㈮
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本市への移住の促進及び地域の活性化を図るため、県外から本市に移住した方に給付金を支給していま
す。まだ申請をしていない方は、ご相談ください。

上記以外にも要件があります。必ずしも支給されるとは限りませんので、ご不明な点については総合政
策課地域力創生係までお問い合わせください。

本市は、高齢化比率が49％を超えるなど少子高齢化や過疎化が大きな地域課題となっています。地域にお
いては人口減少に伴い、空き家、空き店舗、耕作放棄地等の増加、地域コミュニティの弱体化など地域住民の『暮
らし』を取り巻く問題は多様化しています。また、『働く場』である中小企業は、後継者不足、従業員不足といっ
た課題も多く、地域の経済は低迷し産業活動は縮小しつつあります。そのため、行政主体で行ってきた移住施
策から、地域・事業所・行政が三位一体となり「暮らし」から「働く場」まで安心した移住の実現に向け、竹田市
移住促進社会人インターンシップ事業を展開しています。

移住を検討している知人や親族でUターンを検討している方に、ぜひ活用を勧めてみてはいかがでしょうか？

竹田市移住促進社会人インターンシップとは…
若者や子育て世帯の移住希望者をターゲット

とし、暮らしや転職、キャリアアップなど仕事を
探す中で、地域や市内事業所とマッチングさせ、
職場体験・見学を経験したうえで、安心した移住
の実現を目指す取り組みです。

このインターンシップは、「地域体験型」と「し
ごと型」２種類の体験型を組み合わせ、２泊３日
以上のプログラムで行います。

地域体験型
移住の妨げの原因である「田

舎での人間関係」の解消を図る
ため、地域交流や移住者の紹介、
空き家紹介などのプログラムを
設け、暮らしの支援を行います。

しごと型
市内15社と連携し、会社

理念や仕事体験、社員交流を
図り、就職面接と位置づけ就
職までつなげる支援を行い
ます。

■問総合政策課地域力創生係　☎63-4801

若者・子育て世帯、Uターン移住支援
～竹田市移住促進社会人インターンシップ～

竹 田 市 移 住 応 援 給 付 金

社会人
インターンシップサイト

「キャリターン」

竹田市
移住サイト
「＋build]

竹田市移住応援給付金

目 的
県外から移住した方に、移住後の生活環
境を整備するため必要な経費を助成して
います。

対象者 県外からの移住者

交 付
対 象

①移住した日から１年経過していない方
②県外に５年以上居住していた方
③�移住応援給付金の申請日から５年以上、

本市に継続して居住する方
④�居住地をその区域に含む自治会に加入

する方
⑤�県内への転入に係る引っ越し費用の補

助金または奨励金等を交付されていな
い方

※�令和７年３月以前に移住した方は、別
途要件があります。

補 助
金 額

【令和７年４月以降に移住した方】 
①世帯あたり20万円を支給 
②�18歳以上39歳以下の世帯員がいる場合は10

万円加算
③�18歳未満の世帯員がいる場合は１人につき

10万円加算（上限２人）
※�②、③の併用不可。

【令和７年３月以前に移住した方】
①単身・世帯20万円　②子育て世帯30万円

備 考

・�県、市町村等が実施する教育機関への就学、
長期間の研修は対象外となります。

・�給付金を交付するに当たり、関係機関に報告
します。

・�給付金の対象として不適当と認めた方につい
ては支給できません。

広報たけた  令和７年５月号 8



警察署からのお知らせ 「行楽期の交通事故防止」

本市では、すべての人が暮らしやすい社会を目指し、「男女共同参画」に取り組んでいます。その中でも、
女性がもっと活躍できる環境をつくることは性別を問わず、すべての人が笑顔で暮らせる社会につながる
大切な一歩です。

令和３年度に実施した竹田市男女共同参画市民意識調査では、女性が仕事を続けるうえで「家事や育児・
介護との両立が困難である」との声が多く挙げられました。育児や介護は、男女で担うべきという考え方
が広まりつつありますが、現在でも女性がその役割を担うことが多いのが実情です。

少子高齢化や人口減少など社会の急速な変化に対応するために、すべての人がお互いを尊重し、家庭や
職場、地域社会で役割を分かち合うことが一層求められています。たとえば、仕事や地域活動での女性の
リーダーシップの発揮や、家庭での役割分担の見直しが考えられ、こうした取り組みが進むことで、地域
全体がより豊かで持続可能な社会に近づきます。一人ひとりが、自分らしく輝ける社会の実現に向けて、
家庭や職場、地域での関わり方を見直し、身近な人と話し合うことから始めてみませんか。私たちの小さ
な行動や意識の変化が、竹田市の未来をより明るいものにする力となります。

６月１日は、人権擁護委員法の施行日で「人権擁護委員の日」と定められています。全国
一斉に特設相談所の開設を実施しており、本市でも下記日程で相談所を開設します。心配
ごとや困っていることがあれば、気軽にご相談ください。人権擁護委員が相談を受けます。

※秘密は固く守られ、相談は無料です。

■問人権・部落差別解消推進課　☎63-4820

■問竹田人権擁護委員協議会(大分地方法務局竹田支局内)　☎62-2315

市民の皆さんと一緒に竹田市の「男女共同参画」について考える貴重な機会と
なります。皆さんのご来場を心からお待ちしています。
■日６月27日㈮　午後３時　　■場グランツたけた
講師　大分大学経済学部教授　渡邉　博子先生
※「男女共同参画推進大会」は、別途チラシでご案内します。

こころちゃん

人権シリーズ　No,113

みんなでつくろう、輝く竹田市

～男女共同参画推進大会を開催します～

５月は、大型連休もあり旅行などに出かける計画を立てている方も多いのではないでしょうか。ドライ
バーの皆さんは、次のことに注意して安全運転に努めましょう。

「人権擁護委員の日 人権なんでも相談所」を開設します

会　場 期　日 相談時間 場　　所
竹 田 会 場

６月２日㈪ 午前 10 時

～

午後３時

竹田市総合社会福祉センター
久 住 会 場 久住公民館 
直 入 会 場 直入公民館 
荻 会 場 ６月３日㈫ 荻支所

１．ゆとりを持った計画を立てる！
行楽期は渋滞等が予想されるため、ゆとりを持

った計画を立てましょう。
２．シートベルト・チャイルドシートを忘れずに！

シートベルトは、皆さんの命を守る大切な「命綱」。
後部座席の方も必ず着用しましょう。
３．重大事故の原因は前方不注視・スピードの出し過ぎ！

意識して前を見て運転する、カーブの手前では
確実に減速するなど、安全運転に努めましょう。

４．追突事故の防止～車間距離の保持！～
県内の交通事故の４割以上を占める追突事故を

防止するため、前方を走行する車両と安全な距離
を保ちましょう。
５．健康状態、車の点検・整備、携行品の確認！

体調を万全に整え、出発前は、車の燃料、タイヤの
摩耗・空気圧、灯火等の点検を確実に行いましょう。

■問竹田警察署　☎63-2131
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市
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に
お
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月
27
日
に
交
通
死
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が
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生
し
、昨
年
末
か
ら
4
名
の
尊
い
命
が

交
通
事
故
に
よ
り
失
わ
れ
ま
し
た
。

こ
れ
を
踏
ま
え
、今
年
に
入
っ
て
２
度
目
の
竹
田
市
交
通
安
全
対
策
協
議
会
長
名
に
よ
る
竹

田
市
交
通
死
亡
事
故
多
発
非
常
事
態
宣
言
を
発
令
し
ま
し
た
。

事
故
防
止
の
た
め
、今
一
度
交
通
ル
ー
ル・交
通
マ
ナ
ー
の
ご
確
認
を
お
願
い
し
ま
す
。

３月15日、グラ
ンツたけたで玉来
川河川敷「たまリ
バたけた」の市民
お披露目会と協力
協定締結式が行わ
れました。会では、

「たまリバたけた」
の名称考案者であ
る経

きょう

塚
づ か

三
さん

四
し

郎
ろう

さん
（竹田・岡城通）に土居市長から感謝状を贈呈。経
塚さんは、「玉来川河川敷が、市内外から多くの人
に集まっていただけるような憩いの場所となり、
竹田がにぎやかな場所になって欲しい」と名称へ
の思いを話してくれました。

当日は、施設使用者である公益財団法人竹田市
文化振興財団と一般社団法人たけたうまれ、竹田
市の３者で協力協定を締結しました。今後「たま
リバたけた」を、人々が憩い交流できる良好な水
辺空間として育んでいきます。

３月27日、「竹田市立久住保育所引渡式」が久
住保育所で行われました。

久住保育所は、昭和30年の開設以降、公立保育
所として1,000人を超えるこどもたちの保育を
担ってきました。４月１日からは「公私連携型保
育所」へ移行し、竹田市社会福祉協議会が運営す
る私立保育所となっています。式では、保育所の
運営と施設を竹田市社会福祉協議会に引き渡し、
こどもたちの健やかな成長のために適切な保育
を提供できるよう、引き続きお互いに尽力してい
くことを確認しました。

玉来川河川敷「たまリバたけた」の
市民お披露目会が開催

竹田市立久住保育所引渡式が
行われました
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竹
田
市
交
通
死
亡
事
故
多
発
非
常
事
態
宣
言
発
令大切ないのちを守るため、引き続き、

交通ルール・交通マナーを遵守しましょう。

広報たけた  令和７年５月号 10

↑左から、名称考案者の経塚さん、
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たけたん　　トピックス

令
和
４
年
４
月
１
日
か
ら
株
式

会
社
丸
福
と
締
結
し
て
い
た
、竹
田

市
総
合
運
動
公
園
内
４
施
設
の
ネ
ー

ミ
ン
グ
ラ
イ
ツ・パ
ー
ト
ナ
ー
契
約

が
継
続
さ
れ
ま
し
た
。３
月
26
日
に

締
結
式
が
行
わ
れ
、土
居
市
長
と
株

式
会
社
丸
福
の
工
藤
厚
憲
代
表
取

締
役
社
長
が
協
定
書
に
署
名
。工
藤

代
表
取
締
役
社
長
は「
竹
田
市
を
一

緒
に
な
っ
て
盛
り
上
げ
、た
く
さ
ん

の
方
に
利
用
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

ま
た
、今
後
も
竹
田
市
の
ス
ポ
ー
ツ

と
観
光
の
発
展
に
寄
与
し
て
い
き

た
い
」と
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

契
約
期
間
は
、令
和
10
年
３
月
ま

で
と
な
り
ま
す
。

３
月
28
日
、竹
田
市
フ
ァ
ー
マ
ー
ズ
ス
ク
ー
ル
入
校
式
が
行
わ
れ
、今
年

度
は
新
た
に
今い

ま
む
ら村

竜り
ゅ
う

嘉き

さ
ん（
品
目・ミ
ニ
ト
マ
ト
）と
渡わ
た
か
べ壁

昌ま
さ

史し

さ
ん（
品

目・
ピ
ー
マ
ン
）の
２
人
を
研
修
生
と
し
て
迎

え
ま
し
た
。

式
の
中
で
、今
村
さ
ん
は「
２
年
間
と
い
う

短
い
期
間
で
す
が
、栽
培
技
術
や
知
識
を
学
び

農
業
の
土
台
を
つ
く
っ
て
い
き
た
い
」、渡
壁

さ
ん
は「
季
節
の
移
り
変
わ
り
を
肌
で
感
じ
、

ピ
ー
マ
ン
の
成
長
を
励
み
に
日
進
月
歩
の
精

神
で
頑
張
っ
て
い
き
た
い
」と
決
意
を
述
べ
ま

し
た
。

今
後
２
年
間
、就
農
コ
ー
チ
か
ら
栽
培
技
術

を
学
び
、新
規
就
農
を
目
指
し
て
い
き
ま
す
。

昨
年
度
末
、長
い
歴
史
を
持
つ
竹
田
市
立
菅
生
小
学
校
が
閉
校
し
、４
月

１
日
よ
り
竹
田
市
立
南
部
小
学
校
に
統
合
さ
れ
ま
し
た
。４
月
８
日
に
は
、

南
部
小
学
校
で
統
合
記
念
式
典
が
行
わ
れ
、菅
生
小
学
校
か
ら
吉よ
し
田だ

信の
ぶ
ゆ
き幸
さ

ん（
３
年
）を
歓
迎
し
ま
し
た
。

式
で
は
、志し

が賀
哲て
つ
哉や

教
育
長
が「
南
部
小
学
校
の
新
し
い
歴
史
が
始
ま
る

日
で
す
。
そ
れ
ぞ
れ
２
つ
の
学
校
が
築
き

上
げ
て
き
た
伝
統
や
歴
史
、そ
し
て
大
切

に
育
ん
で
き
た
も
の
を
、皆
さ
ん
で
一
緒
に

共
有
し
、さ
ら
に
磨
き
上
げ
て
い
っ
て
く
だ

さ
い
」と
あ
い
さ
つ
。ま
た
、児
童
会
副
会

長
の
後ご

藤と
う

芽め

い彩
さ
ん（
６
年
）が「
お
互
い

の
良
い
と
こ
ろ
を
知
る
と
こ
ろ
か
ら
始
め

ま
し
ょ
う
。そ
し
て
、こ
れ
か
ら
た
く
さ
ん

の
楽
し
い
思
い
出
を
つ
く
っ
て
い
き
ま
し
ょ

う
」と
あ
い
さ
つ
し
ま
し
た
。

竹田市、竹田市森林組合、大分県森林組合連合会、農林
中央金庫の４者が、３月27日に連携協定を締結しました。
この協定は、今後４者が協力し、竹田市市有林を活用した
森林吸収系J-クレジットの創出と販売に向けての取り組
みを行い、森林資源の循環利用促進を目指すものです。

J-クレジット制度とは、森林管理等による二酸化炭素
の排出削減量・吸収量を「クレジット」として国が認証す
る制度です。クレジットの売却益は、市内の森林におけ
る間伐・再造林を中心とした森林整備をはじめとする環
境保全事業等に活用されます。

４月16日、大分県信用組合から市に対して、国民
健康保険特定健診受診券の送付用封筒５千通が寄
贈されました。

平成27年８月に、本市と同組合が締結した「地方
創生の実現に向けた包括連携協定」の一環として、
令和４年度から寄贈していただいており、今回で４
回目となりました。

受診券を活用して、年に１回は健診を必ず受けま
しょう。

「
竹
田
市
総
合
運
動
公

園
内
施
設
」

ネ
ー
ミ
ン
グ
ラ
イ
ツ・

パ
ー
ト
ナ
ー
の
継
続
契

約
を
締
結

農
業
研
修
生
２
人
が
入
校
！

南
部
小・菅
生
小
の
２
校
が
統
合

市有林を活用したJ-クレジット事業の
連携協定を締結

健診受診率向上と健康増進をめざして

11 2025年５月発行

↑左から、志賀教育長、土居市長、工藤代
表取締役社長

→
左から、大分県森林
組合連合会河野代表
理事専務、竹田市森
林組合佐藤代表理事
組合長、土居市長、
農林中央金庫福岡支
店久古谷支店長

↑児童代表挨拶を述べる児童会副会長の
後藤さん

↑左から、大分県信用組合久住支店小石支店長、同
組合竹田支店佐藤支店長、土居市長
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※空いているスペースは、皆さんの予定を書くなどご活用ください。

OITAえんむすぶ
出会いサポートセンター
大分県が行う結婚応援プロジェクト!
「出会いのきっかけ
がほしい」と思うあ
なた、まずは入会し
てみませんか。 公式HP

 よりそいカフェ
よりそいカフェは認知症の人やそ
の家族、地域の住民らが気軽に交
流できる場所です。
◎竹田
■日１日・15日㈭ 10:00-11:30
■場みんなのいえ「カラフル」
◎荻
■日13日・20日・27日㈫ 10:00-12:00
■場荻「しらみず」
◎久住
■日７日・21日㈬ 14:00-15:30
■場白丹温泉ふれあいの湯
◎直入
■日９日・23日㈮ 13:00-15:00
■場直入「ゆのはな」
■問高齢者福祉課　☎63-4809

 主な施設の休館日等 
◎グランツたけた（毎週月曜日）
◎佐藤義美記念館（毎週月曜日）
◎竹田市歴史文化館・由学館
　（毎週木曜日）
◎竹田温泉「花水月」（毎週木曜日）
◎�荻の里温泉（毎週月曜日）
　※５日㈪は営業します。
　　７日㈬は休業します。
◎陽目の里「名水茶屋」
　（毎週火曜・水曜日）
　※１日㈭は休業します。
　　６日㈫は営業します。
◎長湯温泉療養文化館「御前湯」
　（毎月第３水曜日）
◎長湯おんせん市場
　（毎月第３水曜日）
◎白丹温泉ふれあいの湯
　（毎週火曜日）

 納期限のお知らせ 
６／２㈪
・国民健康保険税（２期）
・軽自動車税（全期）

・�豊肥家畜市場〔 成牛 〕
9:30～せり開始

　（豊後豊肥家畜市場）

・�第26回きつつきの会
（竹田）・虹の会（熊本）
版画交流展

　～６月１日㈰15:30まで
　（竹田市歴史文化館・由
　学館市民ギャラリー）
　主催:きつつきの会

・�たけのこ文庫のおはな
し会15:00-15:30

　（竹田市立図書館）
・�第39回竹田市美術展
　～18日㈰15:00まで
　�（竹田市歴史文化館・由

学館市民ギャラリー）
　主催:竹田市美術協会

広報たけた  令和７年５月号 12



４　みどりの日 ５　こどもの日 ６　振替休日 ７

11 12 13 14

18 19 20 21

25 26 27 28

日     Sun 月     Mon 火     Tue 水     Wed

農業委員会事務局農地係からのお知らせ 農地に係る各種申請受付の締め切りは、毎月15日です。
（15日が土日の場合は翌開庁日が締切日となります）。　■問 農業委員会事務局　☎63-4815

た け た ん カ レ ン ダ ー2025年 ５月
令和７年

 月間・その他 
・地質の日（５/10）
・国際博物館の日（５/18）
・国際生物多様性の日（５/22）
 ６月上旬のお知らせ 

[竹田] 山口　誠
[ 荻 ] 岩本　郁
■問大分行政監視行政相談センター（きくみみ大分） ☎097-533-1100

[久住] 荒巻英俊 ☎76-1312
[直入] 兒玉龍明 ☎75-2426

・�第５回竹田市農業委員
会総会14:00～

　（本庁舎３階委員会室）

・建築史家と街歩きワークショップ
　�■日６月８日㈰9:00までにJR豊後竹田

駅前集合※要予約※参加費1,000円
■申・■問竹田創生館 ☎62-4100

・�豊肥家畜市場〔 子牛 〕
9:30～せり開始

　（豊後豊肥家畜市場）

・�陽目の里こども源流祭
10:00-14:00

　（ 陽目 の 里名水茶屋・
　キャンピングパーク）

・�年金相談(完全予約制）
10:00-15:00

　（竹田市高齢者いきい
　き交流センター）
　■問 日本年金機構大分年
　金事務所
　☎097-552-1211

５月の行政なんでも相談
地域 相談日 時間 開　催　場　所
久住 21日㈬

10:00
〜

正午

久住支所　３階会議室
竹田

22日㈭
竹田市総合社会福祉センター

荻 荻公民館　幼児室
直入 直入支所　小会議室

※21日㈬は４人の相談員で行います。

13 2025年５月発行



※詳細な内容については、市公式ホームページ（https://city.taketa.oita.jp/）をご確認ください。

健康コーナー※お問い合わせ先で、市外局番が掲載されていない電話番号はすべて
（0974）が市外局番となります。

健幸運動教室
■日５月２日･９日･16日・23日・30日㈮
■場竹田市総合社会福祉センター
■日５月12日･19日・26日㈪ 
■場荻公民館
■日５月７日･14日･21日・28日㈬ 
■場久住保健センター
■日５月13日･20日・27日㈫ 
■場直入公民館
※全会場とも午後１時15分～２時30分
※竹田会場のみ新規の方は午後2時45分～4時
■問竹田総合インストラクター協会
　☎080-2776-5397

湯中運動教室
各教室
■場クアパーク長湯内クアハウス　■料600円
〇らくらく湯んなか体操ぷろぐらむ
　誰でも参加できる湯中教室
■日５月12日・19日・26日㈪　午後２時～３時 
■問竹田市温泉利用相談室 ☎75-3688
　（毎週水曜日・木曜日は定休日）
〇フレイル予防教室
　運動機能改善を図る湯中教室
■日５月２日・９日・16日・23日・30日㈮ 
　午前10時30分～11時30分
〇ホッ湯元気塾
　運動習慣をつけ身体機能の維持・向上を図る
■日５月13日・20日・27日㈫
　午前10時30分～11時30分
■問保険健康課 ☎63-4810

地区巡回健診
受付時間　午前８時30分～10時
　※荻地域のみ午前８時30分～10時30分
■日５月25日㈰　■場祖峰小学校
■日５月27日㈫・29日㈭・30日㈮
■場荻福祉健康エリア
■日６月２日㈪・４日㈬　■場直入公民館
■日６月５日㈭　■場嫗岳分館
■日６月11日㈬・12日㈭　■場都野公民館
■日６月14日㈯　■場城原小学校
■持受診券、保険証など
■問保険健康課 ☎63-4810

がんサロン（にじのわ）開催
がん患者さんやそのご家族とがん体験を分か

ち合い、お互いに励ましあえる場を開催します。
■日５月28日㈬　午後２時～３時
■場豊後大野市民病院　すこやかセンター２階
　あけあじキッチン「サニー」
■対がん患者さんやそのご家族
　�（どこに住んでいても、どこの病院にかかって  

　いても参加できます。）
※参加希望の方は、下記までご連絡ください。
■申・■問豊後大野市民病院地域医療連携室
　　 ☎0974-42-3149

乳幼児健診
◎３歳児健診
■日５月15日㈭　午後１時～
◎乳児健診
■日６月４日㈬　午後１時～
■場両日とも竹田市総合社会福祉センター
※対象の方には、個別通知をお送りします。
■問竹田市こども家庭センター「すまいる」
　☎63-4823

病児保育施設が４月１日から変わりました
実施場所　「病児ケアルームかぼす」
　　　　　(あさひヶ丘保育園内)
開設時間

月曜～土曜日　午前８時～午後５時30分
(祝日・お盆・年末年始・土曜日の利用不可日を除く)

※詳しくは、市公式ホームページをご確認ください。
■問病児ケアルームかぼす ☎63-3610 
　竹田市こども家庭センター
　「すまいる」 ☎63-4823

市公式HP

保健師健康相談日
■日５月23日㈮　■場直入支所
■日５月26日㈪　■場久住支所
■日５月27日㈫　■場荻支所
※各会場ともに午後１時30分～３時
※相談日の前日まで要予約
■問保険健康課 ☎63-4810

精神保健福祉相談
■日５月22日㈭　午後２時～４時 
■場豊肥保健所　■料無料　※要予約
■申・■問豊肥保健所地域保健課 ☎0974-22-0162 

こころの健康相談

■日５月９日・23日㈮　午後１時30分～３時30分
※相談日の前日午前中まで要予約 
■場竹田市総合社会福祉センターまたは各支所 
■問竹田市心の相談支援事業所 ☎63-3346 

広報たけた  令和７年５月号 14



５月の休日及び夜間の在宅当番医院

小児科外来休日当番医院

■問：問合先　■日：日時　■場：場所　■定：定員　■対：対象　■料：料金　■申：申込　■期：期間　■持：持ち物　■申期：申込期限
受付時間　平日夜間　 18:00～21:00　　土曜日　13:00～21:00
　　　　  日曜、祝日　 9:00～21:00
注意事項
・�かかりつけの病院がある場合は、できるだけそこで診てもらうようお願い

します。
・�当番医院は、やむを得ず変更される場合があります。必ず事前に症状など

を電話で連絡したうえで受診してください。
・症状が重い場合は救急車を呼んでください。
・�原則として小学生以下の小児救急に関しては、小児科外来休日当番医院

を受診してください。
※�当番医院の情報については、変更になる場合があります。最新の情報は、

ケーブルテレビのデータ放送「休日当番医」をご覧いただくか、竹田市消
防署（☎63-0119）でも確認できます。

※�毎月の当番表については、各医療機関の院内に掲示するほか、「医療情報
ネット（ナビイ）」で公開しています。https://www.iryou.teikyouseido.
mhlw.go.jp/znk-web/juminkanja/S2300/initialize

※�竹田市立こども診療所は再開に向けて準備中です。再開が決定次第、市公
式ホームページでお知らせします。

■問 豊後大野市民病院
　☎0974-42-3121
■問 みやわき小児科
　☎0974-24-0230
■問 三重東クリニック
　☎0974-22-6333
受付時間　医療機関によって異な
りますので、あらかじめ医療機関
に電話等でお問い合わせください。
診療時間　9:00～12:00
※�院外薬局が休みの場合には、あ

らかじめ用意された約束処方と
なることがありますので、ご了
承ください。

※�当番医療機関については、やむを
得ず変更になる場合があります。

プ
レ
コ
ン
セ
プ
シ
ョ
ン
ケ
ア

と
は
？

「
プ
レ
コ
ン
セ
プ
シ
ョ
ン
ケ
ア
」

と
は
、今
妊
娠
を
希
望
し
て
い
な

く
て
も
、い
つ
か
妊
娠
す
る
た
め

の
か
ら
だ
づ
く
り
と
し
て
、若
い

世
代
か
ら
健
康
習
慣
に
取
り
組

む
こ
と
を
い
い
ま
す
。

近
年
は
、
月
経
不
順
や
婦
人

科
疾
患
の
増
加
、
初
産
年
齢
の

高
齢
化
な
ど
、さ
ま
ざ
ま
な
原
因

で
妊
娠
を
希
望
し
て
も
な
か
な

か
思
い
通
り
に
い
か
な
い
こ
と

も
あ
り
ま
す
。そ
の
た
め
、プ
レ

コ
ン
セ
プ
シ
ョ
ン
ケ
ア
を
10
代
、

20
代
か
ら
取
り
組
む
こ
と
で
、健

康
的
な
か
ら
だ
で
元
気
な
赤
ち
ゃ

ん
を
授
か
る
チ
ャ
ン
ス
を
増
や

す
こ
と
、さ
ら
に
女
性
や
将
来
の

家
族
が
健
康
な
生
活
を
送
れ
る

こ
と
に
つ
な
が
り
ま
す
。

プ
レ
コ
ン
チ
ェ
ッ
ク
を
し
て

み
よ
う
！

プ
レ
コ
ン
チ
ェ
ッ
ク
で
は
、い

つ
か
妊
娠
を
考
え
る
す
べ
て
の

女
性
、ま
た
パ
ー
ト
ナ
ー
と
な
る

男
性
も
対
象
に
あ
ら
ゆ
る
視
点

か
ら
健
康
チ
ェ
ッ
ク
を
行
い
ま

す
。ぜ
ひ
、や
っ
て
み
ま
し
ょ
う
。

健
康
的
な
か
ら
だ
づ
く
り
の

た
め
に

プ
レ
コ
ン
セ
プ
シ
ョ
ン
ケ
ア

の
実
践
に
は
、栄
養
や
生
活
、生

理
周
期
、ワ
ク
チ
ン
接
種
、若
年

層
に
多
い
病
気
、心
の
状
態
な
ど

ト
ー
タ
ル
ケ
ア
が
必
要
で
す
。

特
に
若
い
女
性
は
、た
ん
ぱ
く

質
、カ
ル
シ
ウ
ム
、食
物
繊
維
な

ど
不
足
し
が
ち
で
す
。
必
要
な

栄
養
素
が
不
足
す
る
と
、筋
肉

量
や
骨
量
の
低
下
を
招
く
と
と

も
に
、月
経
ト
ラ
ブ
ル
や
不
妊
の

原
因
に
も
つ
な
が
り
ま
す
。ま
た
、

喫
煙
や
受
動
喫
煙
は
、が
ん
や

血
管
系
の
疾
患
の
要
因
と
な
り
、

妊
婦
に
お
い
て
は
、流
産・早
産・

低
出
生
体
重
児
な
ど
の
リ
ス
ク

を
高
め
ま
す
。

若
い
世
代
か
ら
正
し
い
知
識

を
身
に
つ
け
、今
の
う
ち
か
ら
プ

レ
コ
ン
セ
プ
シ
ョ
ン
ケ
ア
に
取

り
組
み
ま
し
ょ
う
。

■問
竹
田
市
こ
ど
も
家
庭
セ
ン
タ
ー

「
す
ま
い
る
」 ☎
63-

４
８
２
３

当番日 医 療 機 関 電 話 番 号
１㈭ 須小耳鼻咽喉科 ☎63-3387
２㈮ 久住加藤医院 ☎76-0008
３㈯ 大久保病院 ☎64-7777
４㈰ 竹田医師会病院 ☎63-3241
５㈪ 大久保病院 ☎64-7777
６㈫ 竹田医師会病院 ☎63-3241
７㈬ 大久保病院 ☎64-7777
８㈭ くどう循環器科・内科 ☎63-2304
９㈮ 竹田クリニック ☎64-9000
10㈯ 竹田医師会病院 ☎63-3241
11㈰ 大久保病院 ☎64-7777
12㈪ 道全内科 ☎63-2270
13㈫ 加藤内科医院 ☎63-2006
14㈬ 竹田医師会病院 ☎63-3241
15㈭ 柚須医院 ☎63-2016
16㈮ 古島眼科 ☎63-2407
17㈯ 大久保病院 ☎64-7777
18㈰ 竹田医師会病院 ☎63-3241
19㈪ 道全内科 ☎63-2270
20㈫ 志賀内科 ☎63-2083
21㈬ 秦医院 ☎63-2246
22㈭ 大久保病院 ☎64-7777
23㈮ 加藤病院 ☎63-2338
24㈯ 竹田医師会病院 ☎63-3241
25㈰ 大久保病院 ☎64-7777
26㈪ 道全内科 ☎63-2270
27㈫ 志賀内科 ☎63-2083
28㈬ 竹田医師会病院 ☎63-3241
29㈭ 大久保病院 ☎64-7777
30㈮ 竹田医師会病院 ☎63-3241
31㈯ 大久保病院 ☎64-7777

当 番 日 医 療 機 関
５／ ３㈯ 豊後大野市民病院
５／ ４㈰ 豊後大野市民病院
５／ ５㈪ 豊後大野市民病院
５／ ６㈫ 豊後大野市民病院
５／10㈯ みやわき小児科・三重東クリニック
５／11㈰ 豊後大野市民病院
５／17㈯ みやわき小児科・三重東クリニック
５／18㈰ 豊後大野市民病院
５／24㈯ みやわき小児科・三重東クリニック
５／25㈰ みやわき小児科
５／31㈯ みやわき小児科・三重東クリニック
６／ １㈰ 豊後大野市民病院

市民が主役 !
健康一直線
★ ★ ★ ★ ★ ★ ★ ★ ★ ★ ★ ★

★ ★ ★ ★ ★ ★ ★ ★ ★ ★ ★ ★

第39回
若い世代から
「プレコンセプションケア」
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※詳細な内容については、市公式ホームページ（https://city.taketa.oita.jp/）をご確認ください。

たけたんインフォ※お問い合わせ先で、市外局番が掲載されていない電話番号はすべて
（0974）が市外局番となります。

戸籍に氏名のフリガナを記載する制度が
始まります

戸籍法の改正により、戸籍に氏名のフリガナが
記載されます。５月26日以降順次本籍地の市町
村から、戸籍に記載される予定のフリガナが通知
されますので、必ずご確認ください。本市に本籍
地がある方への通知は、７月末を予定しています。

内容が正しい場合は、届け出をしなくても令和
８年５月以降、通知したフリガナが順次戸籍に記
載されます。通知された内容が間違っている場合
は、令和８年５月25日までに必ず届け出をしてく
ださい。届け出は、窓口や郵送による方法のほかに、
マイナポータルを利用してオンラインで行うこと
もできます。
※�詳しくは、法務省ホームページをご

覧ください。
■問市民課 ☎63-4804

防災管理新規講習
■日７月10日㈭
■場大分県教育会館 201会議室
■料7,000円
■定100人（予定）
受付期間　５月29日㈭～６月５日㈭
※�詳しくは、（一財）日本防火・防災協会のホーム

ページをご確認ください。
■申・■問（一財）日本防火・防災協会
　　  ☎03-6263-9903

マイナンバーカード申請等の
休日窓口を開設

カードの申請・交付、電子証明書・カードの更新
など、マイナンバーカードに関する手続きについて、
下記の日程で受け付けます。

なお、各種証明書の取得や住民異動の手続き等
は受け付けできませんのでご注意ください。
■日５月11日㈰　午前９時～正午
■場本庁舎１階市民課
■問市民課マイナンバー窓口 ☎63-4888

大分県行政書士会豊肥支部無料相談会
官公署に提出する許認可等の書類作成や相続・

遺言等の権利義務に関する書類作成など行政書
士業務全般の相談会を開催します。お気軽にご利
用ください。予約不要です。
■日５月17日㈯　午後１時～４時
■場豊後大野市中央公民館
担当者　大分県行政書士会豊肥支部会員
■問行政書士 麻生憲司 ☎080-5280-2614

行政書士相談会
■日５月21日㈬　午後１時30分～４時30分
■場 J:COMホルトホール大分 405会議室
■料無料　※要予約
■申・■問大分県行政書士会事務局
　　 ☎097-537-7089　FAX 097-535-0622

税務署への税金相談について
税務署での国税に関する相談を行う場合は、事

前予約が必要です。一般的な税務相談は、電話に
よる相談ができますので、「電話相談センター」の
利用をお願いします。

竹田税務署（☎63-3141）にご連絡いただき、
音声案内に従ってください。（※電話相談センタ
ーは「１」を選択、竹田税務署（予約等）は「２」を選
択してください。）
■問竹田税務署 ☎63-3141

今年度の自動車税種別割の納期限は、
６月２日㈪です。忘れずに納めましょう
〇�自動車税種別割は、４月１日現在の登録上の所

有者（割賦販売の場合は使用者）に課税されます。
〇�納付が納期限を過ぎた場合は、延滞金が加算さ

れます。
■問大分県税事務所豊後大野納税事務所
　☎0974-22-7501

法務省HP
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■問：問合先　■日：日時　■場：場所　■定：定員　■対：対象　■料：料金　■申：申込　■期：期間　■持：持ち物　■申期：申込期限

地震による住まいの倒壊を防ぎましょう
木造住宅（昭和56年５月31日以前に建築した

ものに限る）の耐震診断・耐震改修工事にかかる
費用の一部を補助します。
補助額
耐震診断　建物の構造および床面積に応じて
　　　　　９万６千円～14万円
耐震改修　補助対象経費の額（上限150万円）
■期５月12日㈪～12月12日㈮
※募集戸数に達した場合、
　その時点で締め切ります。
※詳細は、市公式ホームページを
　ご確認ください。
■問建設課建築係 ☎63-4848

子育て・高齢者リフォーム支援事業
子育て世帯や高齢者世帯の住宅リフォームに

かかる費用の一部を補助します。
補助額
①子育て支援型
　�補助対象経費の５分の１（一般型：上限40万円、

多子世帯加算型：上限50万円）
②三世代同居支援型
　�補助対象経費の２分の１（一般型：上限75万円、

多子世帯加算型：上限85万円）
③高齢者バリアフリー型
　補助対象経費の５分の１（上限30万円）
■期５月12日㈪～８月29日㈮
※募集戸数に達した場合、
　その時点で締め切ります。
※詳細は、市公式ホームページを
　ご確認ください。
■問①②建設課 ☎63-4848
　③高齢者福祉課 ☎63-4809

国民年金保険料学生納付特例制度のご案内
20歳以上の方は、学生であっても国民年金に

加入しなければなりませんが、一般的に所得が少
ない学生の方については、国民年金保険料の納付
が猶予される「学生納付特例制度」があります。
対象となる方は、学校教育法に規定する学校に在
学する学生等で、ご本人の前年所得が一定金額以
下であることが条件です。

学生納付特例の承認期間は４月から翌年３月
までとなり、申請の際は在学証明書（原本）または、
学生証の写し（裏面に有効期限等の記載がある場
合は裏面も）の添付が必要です。

なお、承認を受けた次の年度も在学予定である
場合、４月以降再申請の用紙が送られてきますの
で、引き続き学生納付特例制度を希望される方は
必要事項を記入のうえ、ご返送ください。
■問大分年金事務所国民年金課
　☎097-552-1211

道路管理にご協力お願いします
（支障木伐採）

道路に張り出した木や竹は、自動車や歩行者の
通行の支障となります。大きな事故を招く恐れも
ありますので、適切な管理をお願いします。

自治会等で支障木を伐採される場合は、高所作
業車などの借り上げ料を補助しています。
※�詳しくは、市公式ホームページをご

覧になるか下記までお問い合わせく
ださい。

■問建設課道路管理係 ☎63-4808

大分県交通事故巡回相談
■日５月22日㈭　午前10時～午後３時
■場豊肥振興局　■料無料
※相談日の前日午前中まで要予約
■申・■問豊肥振興局 ☎63-1171

市公式HP

市公式HP 市公式HP
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※詳細な内容については、市公式ホームページ（https://city.taketa.oita.jp/）をご確認ください。

たけたんインフォ※お問い合わせ先で、市外局番が掲載されていない電話番号はすべて
（0974）が市外局番となります。

竹田市指定ごみ袋包装紙（紙ラベル）
広告掲載事業者募集

令和７年度に市が作成する指定ごみ袋１ロー
ルの包装紙に企業広告を掲載しませんか。
募集期間　５月１日㈭～13日㈫
広告掲載料　１ロール紙0.6円（税込）
※令和７年度製作予定数
　①ごみ袋ロール 92,700ロール
　②広告掲載料 55,620円
提出書類 
　①竹田市指定ごみ包装紙広告
　　掲載申請書
　②市税等完納証明書
　③法人の概要が分かる書類
　　（定款等）
　④その他
■申・■問環境課 ☎63-4821

ハンセン病元患者のご家族へ
～対象となる方々に「補償金」を支給します～

国が、誤った隔離政策により、元患者のご家族
の皆さまに多大の苦痛と苦難を強いてきたこと
を心からお詫びし、その精神的苦痛を慰謝するた
め補償金を支給します。

※同居など一定の要件が必要な場合があります。
請求期限　令和11年11月21日まで
〇厚生労働省 補償金相談窓口
電話番号 03-3595-2262
受付時間 午前10時～午後４時
　　　　（土日・祝日・年末年始を除く）
■問人権・部落差別解消推進課 ☎63-4820

（包装紙広告例）

小 枠

竹田市
燃えるごみ大

小 枠

大　枠

大　枠

市営住宅の入居者を募集します

■申込方法
　竹田市住宅管理センター(市役所別館)に備え
付けの入居申込書に必要事項を記入のうえ、提出
してください。(※入居資格には所得等の条件が
あります。詳細は、下記までお問い合わせくだ
さい。)
募集期間　５月７日㈬～15日㈭(土・日を除く)
抽 選 日　５月16日㈮　午前10時
　　　　　（市役所別館会議室）
入居指定日　６月16日㈪または、７月１日㈫
※�募集住宅が変更となる場合があり

ます。詳細は、大分県住宅供給公社
ホームページをご覧ください。

■問竹田市住宅管理センター ☎63-4400
ホームページ  https://www.oita-jkk.jp/taketa/厚労省HP

大 分 県 住 宅
供給公社 HP

対　象　者 補償金額
（ア）配偶者（事実婚も含む） （イ）親、子 180 万円（ウ）親・子の配偶者及び配偶者の親・子等
（エ）兄弟姉妹 （オ）祖父母、孫 

130 万円（カ）祖父母・兄弟姉妹・孫の配偶者及び配偶者
　　  の祖父母・兄弟姉妹・孫等

（キ）曾祖父母、ひ孫、おじ、おば、おい、めい

竹田市営住宅

① 公営住宅
地域 住　宅　名 備　考

竹 田 七 里 団 地 世 帯
荻 桜 住 宅 世帯・単身可

直 入 芹 川 団 地 世 帯

久 住
桐 迫 住 宅 世 帯
さ く ら 団 地 世 帯
池 の 口 住 宅 世 帯

② 特定公共賃貸住宅
地域 住　宅　名 備　考

竹 田 七 里 第 ２ 団 地 単 身
直 入 ド イ ツ 村 住 宅 世 帯
久 住 白 丹 住 宅 世 帯
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■問：問合先　■日：日時　■場：場所　■定：定員　■対：対象　■料：料金　■申：申込　■期：期間　■持：持ち物　■申期：申込期限

「おもちゃ病院」を定期開院します！
こどもたちにとって大切なおもちゃが、壊れて

動かなくなった、音が出なくなったものなどを無
償で修理します。予約は不要ですので、お気軽に
お越しください。
■日５月25日㈰　午前10時～午後３時
※６月以降は、毎月第４日曜日に開院します。
■場佐藤義美記念館
■問大分おもちゃ病院竹田支部　鷲司
　☎090-9576-6213

地元で働いてみませんか？（４月14日現在）

ふるさと求人情報
【フルタイム】

1 食器洗浄・片付け・雑務 １人 17万円
2 事業推進員 １人 20万円
3 経理事務 １人 20.６～23万円
4 LPガス充填・配送 ２人 17～25万円
5 重機オペレーター １人 21～31.５万円
6 医療事務 １人 19.５～22.６万円
7 郵便局窓口業務・事務 １人 15.９万円
8 ケアワーカー（介護員）１人 18.５～24.５万円
9 ホテル接客スタッフ １人 20～25万円
10 調理人（和食） １人 25～35万円
11 美容師 １人 20～40万円
12 配送及び販売 １人 17.９万円

【パート】
13 商品発送業務 １人 1,100円
14 物流軽作業 ３人 1,010～1,110円
15 適応指導教室指導員 １人 1,420円
16（請）清掃員 １人 954円
17 青果担当 １人 955円
18 介護・看護補助者 ３人 1,000～1,200円
19 フロント業務 １人 970～990円
20 子育て相談員 １人 1,330円
21 店内スタッフ ５人 980円
22（請）調理師 ２人 1,000～1,200円
23 一般事務 １人 1,000円
24 窓口業務 １人 1,050～1,150円
※�この求人情報には、掲載後の採用・内定などで

取り消された求人や求人内容が変更された求
人もありますのでご了承ください。

■問竹田市ふるさとハローワーク ☎63-1101

大分おもちゃ
病院HP

自死遺族のつどい
大切な方を自死で亡くされたご遺族の心のケ

アを目的としたつどいを開催します。
■日６月４日㈬　午後２時～３時45分
■場大分県こころとからだの相談支援センター
■料無料（事前に申し込みが必要です）
■申期 ５月28日㈬
※詳しくは、下記までお問い合わせください。
■申・■問大分県こころとからだの相談支援センター
 　　☎097-541-6290

５月は消費者月間です！
令和7年度は「明日の地球を救うため、消費者

にできること、グリーン志向消費者～どのグリー
ンにする？～」を統一テーマに掲げます。

地球温暖化による異常気象により、多くの災害
が発生しています。かけがえのない地球を守り、
持続可能な社会を将来世代に引き継いでいくた
めに、地球環境に配慮したグリーン志向の消費行
動を選択して行くことが求められています。ご自
身の消費行動を振り返り、どんな消費行動が良い
のか、考え話し合う機会を作ってみませんか。皆
さんでグリーン志向の消費行動を始めましょう。
■問市民課（竹田市消費生活センター）
　☎63-4834（平日の午前８時30分～午後５時）
　大分県消費生活・男女共同参画プラザ（アイネス）
　☎097-534-0999

令和 7 年度竹田市民教養大学竹田学級
受講生募集

竹田地域の皆さんに、学びの機会を提供するこ
とを目的として開催します。受講を希望される方
は、下記までお申し込みください。
■申期 ５月８日㈭
内容　人権や防災についてなど
※年間７回程度の講座を予定しています。
■申・■問生涯学習課 ☎63-4817

木版画・多色刷り体験！
木版を彫り、２色使ってカラフルな多色刷りを

２日間かけて行います。
■日５月24日㈯　午後１時～（彫る作業）
　５月25日㈰　午前10時～（刷る作業）
※各日２時間程度の作業予定です。
■場竹田市歴史文化館・由学館
■定５人（要予約）　■料無料
講師　川野和男、木部幸義
■申・■問竹田市歴史文化館・由学館 ☎63-2200
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ドイツの芸術家マライケ・モアー展
～竹田でガラスと版画の世界を楽しむ～

戦没者等のご遺族の皆さまへ　第12回特別弔慰金が支給されます

豊肥保健所からのお知らせ

ドイツの芸術家が、姉妹都市交流の一環としてバート・クロツィンゲンか
ら竹田にやってきます。ガラスインスタレーションや版画作品集「言葉の世界」
を展示します。ぜひご鑑賞ください。
■期５月17日㈯～31日㈯　午前10時～午後５時
■場グランツたけた　ホワイエ
■問商工観光課　☎63-4807

戦後80周年に当たり、今日の我が国の平和と繁栄の礎となった戦没者等の尊い犠牲に思いをいたし、国
として改めて弔慰の意を表するため、戦没者等のご遺族に特別弔慰金（記名国債）が支給されます。
支給対象者

戦没者等の死亡当時のご遺族で、令和７年４月１日（基準日）において、「恩給法による公務扶助料」や「戦
傷病者戦没者遺族等援護法による遺族年金」等を受ける方（戦没者等の妻や父母等）がいない場合に、次の
順番による先順位のご遺族おひとりに支給。
１．令和７年４月１日までに戦傷病者戦没者遺族等援護法による弔慰金の受給権を取得した方
２．戦没者等の子
３．戦没者等の①父母②孫③祖父母④兄弟姉妹

　※�戦没者等の死亡当時、生計関係を有していること等の要件を満たしているかどうかにより、順番が
入れ替わります。

４．上記１から３以外の戦没者等の３親等内の親族（甥、姪等）
　※戦没者等の死亡時まで引き続き１年以上の生計関係を有していた方に限ります。

支給内容　額面27万５千円、５年償還の記名国債　　請求期限　令和10年３月31日まで
※�請求期間は法施行日から３年間です。請求期間を過ぎると第12回特別弔慰金を受けることができなく

なりますので、ご注意ください。
■問社会福祉課管理係　☎63-4811

入場無料

申込不要

オープニングイベント開催！ 
■日５月17日㈯ 正午～　■場グランツたけた
※マライケ・モアーさんご本人が登場します！

６月１日㈰から７日㈯は「HIV
検査普及週間」です

豊肥保健所では、毎月第２・４水
曜日の午前９時から11時の間でエ
イズの相談・HIV抗体検査を行って
おり、６月は夜間検査を実施します。
■日６月11日㈬ 午後５時～７時
■場豊肥保健所　※事前予約が必要です。
〇無料、匿名で受けることができます。
〇�梅毒・B型肝炎・C型肝炎・性器クラミジア感染

症も同時受検できます。
〇HIV検査の結果は、１時間後にわかります。

野山等に生息する『ダニ』に気をつけましょう！
野山に生息するダニに咬まれると、重症熱性血小板

減少症候群（SFTS）、日本紅斑熱、つつが虫病などの感
染症にかかる可能性があります。中でも、重症熱性血
小板減少症候群は、県内で発生が増えており、重症化
すると死に至ることもあるため注意が必要です。
ダニに咬まれないポイント
　①長袖・長ズボン・長靴・手袋を着用し、肌の露出を
減らす。②虫除け剤を使用する。③帰宅後は入浴して
体を洗い流し、脱いだ衣類はすぐに洗濯する。
 ダニに咬まれたら…
・�無理に引き抜こうとせず、医療機関（皮膚科等）で

処置をしてもらいましょう。
・�ダニに咬まれた後、数週間程度は体調の変化に注意

をし、発熱等症状が認められた場合は、医療機関で
診察を受けましょう。

■問豊肥保健所地域保健課　☎0974-22-0162

広報たけた  令和７年５月号 20
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グランツたけたからのお知らせ
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気軽に・手軽に・本格的に音楽の奥深さを知るレク
チャーコンサート。作曲家“ブラームス”をピアニスト
三原未紗子の演奏とトークでご紹介します。
日　時　５月25日㈰ 12:30開場 13:00開演
会　場　キナーレ
演奏予定曲　ハンガリー舞曲第5番より、愛のワルツ ほか
入場料　一般1,000円、高校生以下500円（全席自由／税込）
※未就学児入場不可（有料託児サービスあり)

グランツたけたでは、市民の人生をエッセンスにし
た新たな朗読劇を創作します。脚本は、令和５年12月
上演の竹田版『マダム・バタフライ』でオペラと演劇を
融合させ、好評を博した泊篤志。
作・演出　泊篤志（飛ぶ劇場）
取材日　７～９月※応募者と相談のうえ、決定。
申込方法　メール、電話のほか直接の来館でも受付中
応募締切　6月22日㈰　上演日　令和８年２月23日（月・祝）
※作家に同行する取材班も募集！詳細は、ホームページをご確認ください。

グランツ音楽館“キナーレ”vol.3
『はじめての ピアノdeブラームス～愛と情熱の旋律～』

グランツ音楽館“キナーレ”vol.3 関連企画
『地域コンサート in 城下町』 グランツ映画館“玉洗劇場”

『バジュランギおじさんと、小さな迷子』

グランツ音楽館“リサイタル”vol.7 関連企画
『地域コンサート in 久住町』

令和７年度 市民モニター募集中

　　　　　フロントスタッフ講座
グランツ音楽館“リサイタル”vol.7

『宮田大＆大萩康司デュオ・リサイタル』
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気軽にクラシック音楽を楽しむ60分間のミニコンサート。
日　時　５月24日㈯ 12:30開場　13:00開演
会　場　竹田市城下町交流プラザ　出　演　三原未紗子（ピアノ）
入場料　一般500円、高校生以下 無料（全席自由／税込）
※高校生以下(無料)もチケットは必要です。
※地域コンサートは、未就学のお子さんもご鑑賞いただけます。

底抜けに正直者のインド人青年が、声をなくした迷子のパキスタン少女を親元
に送り届けることを決意する。笑いと涙と感動の名作がグランツ映画館に登場！
日　時　６月21日㈯ 10:00～/14:00～/18:00～
　　　　(各回20分前開場/上映時間159分)
会　場　キナーレ
入場料　一般1,000円、高校生以下500円、10歳未満無料（電話予約可）

気軽にクラシック音楽を楽しむ60分間のミニコンサート。
日　時　６月４日㈬ 17:30開場　18:00開演
会　場　久住公民館　出　演　宮田大（チェロ）、大萩康司（ギター）
入場料　一般500円、高校生以下 無料（全席自由／税込）
※高校生以下(無料)もチケットは必要です。
※地域コンサートは、未就学のお子さんもご鑑賞いただけます。

「市民が主役の劇場」を目指してさまざまな事業を展開するグラ
ンツたけた。１年間市民モニターとして多様なジャンルの事業を
体験し、率直なご意見をお聞かせください。
任　　期　６月１日㈰～令和８年３月31日㈫
応募期間　５月25日㈰まで（定員10名）
※応募条件など詳細は、グランツたけたホームページをご確認ください。

　“劇場の顔”としてお客さんをおもてなしするフロントスタッフの
基本を、東京芸術劇場やホテルオークラ等で指導してきた一流講師
から実践的に学べる２日間。接客業に携わる方にもお勧めです。
日　時　6月14日㈯ 座学編
　　　　6月15日㈰ 実践編（各日10:00～17:00）
参加料　無料（電話申込可）

日本を代表する2人のトップアーティストが奏で
る美しい響きを廉太郎ホールでお楽しみください。
日　時　６月29日㈰ 13:30開場　14:00開演
会　場　廉太郎ホール
演奏予定曲　モリコーネ・ファンタジー、坂本龍一：鉄道員（ぽっぽや） ほか
入場料　一般3,000円、高校生以下1,000円（全席指定／税込）
※未就学児入場不可（有料託児サービスあり)

グランツたけた　☎63-4837
ホームページ　https://www.city.taketa.oita.jp/glanz/お問い合わせ

チケット発売中

チケット発売中
チケット発売中

チケット発売中

チケット発売中

©︎Junichiro Matsuo
５ 25日

6 29日

6 21土

6 ４水

５ 24土

6 14 15土 日参加者募集中

 あなたの人生聞かせてください！
市民創作劇プロジェクト 物語のタネ大募集！

広報たけた  令和７年５月号 22
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竹田市制施行20周年記念＆開館５周年記念

「予
われはさんちゅうのひとなり

山中人也  −文人の憧れた世界−」展
田能村竹田が理想郷を描いた重要文化財の名品を生誕地で「里帰り展示」するとともに、竹田に続く南画家

が理想郷を描いた多彩な作品約30点を紹介。理想郷に画家が寄せる憧れ、創意工夫に満ちた表現をご覧いた
だきます。
重要文化財展示期間

《桃花流水図》田能村竹田 大分市美術館蔵 ５月10日㈯～６月11日㈬
《渓荘趁約図》田能村竹田 大分市美術館蔵 ６月13日㈮～７月６日㈰
※ギャラリートークを５月10日㈯の午後２時から開催します。
■場竹田市歴史文化館・由学館　特別展示室ちくでん館
開催時間　午前９時～午後５時（最終入場は午後４時30分）
休 館 日　木曜日
■料一般500円(400円)、65歳以上250円、小中学生300円(200円)
　幼稚園以下無料　※各種障害者手帳提示者とその介護者1人は無料
　※（　）内は団体料金(20人以上)
　※国指定史跡旧竹田荘の観覧料も含みます
■問竹田市歴史文化館・由学館 ☎63-2200

↑《桃花流水図》田能村竹田　大分市美術館蔵

23 2025年５月発行



丘き
ゅ
う

陵り
ょ
う

地ち

や
低て

い
ざ
ん山

地ち

の
や
や
湿し

っ
け気

を
帯お

び
た
土ど

壌じ
ょ
う

の
半は

ん
い
ん陰
地ち

に
な
っ

た
谷た

に

沿ぞ

い
に
生せ

い
い
く育

す
る
草く

さ
た
け丈

20
㌢

ほ
ど
の
多た

年ね
ん

草そ
う

で
す
。
成せ

い
ち
ょ
う長

と
と

も
に
基き

ぶ部
の
節ふ

し

か
ら
地ち

表ひ
ょ
う

を
は
う

走そ
う
し
ゅ
つ出
枝し

を
伸の

ば
し
ま
す
。

対た
い
せ
い生
の
葉は

は
粗あ

ら

い
波な

み
じ
ょ
う状
の
鋸き

ょ

歯し

が
あ
り
、ほ
ぼ
五ご

角か
っ
け
い形

に
な
っ
た

心し
ん
け
い形

で
長
さ
５
㌢
、幅は

ば

が
３・
５

㌢
ほ
ど
で
す
。
葉
の
裏り

面め
ん

の
葉よ

う
み
ゃ
く脈

に
は
毛け

が
あ
り
ま
す
。

春
の
頃こ

ろ

、茎く
き

の
先せ

ん
た
ん端

部ぶ

の
葉よ

う

腋え
き

に
径け

い

２
㌢
ほ
ど
の
淡た

ん

紫し
し
ょ
く色

の
筒つ

つ
じ
ょ
う状

の
唇し

ん
け
い形

花か

を
数す

う

個こ

咲さ

か
せ
ま
す
。

花は
な

の
下か

唇し
ん

の
幅
が
ほ
か
に
比く

ら

べ
広ひ

ろ

く
目め

だ立
ち
ま
す
。

和
名
の
由ゆ

来ら
い

は
粗
い
鋸き

ょ

歯し

の
あ

る
葉
を
扇お

う
ぎ

に
見み

た立
て
、花
が
咲
き

終お

え
た
後
、走
出
枝
を
出
す
の
で

扇オ
ウ
ギ

葛カ
ズ
ラ

の
名
が
あ
り
ま
す
。

竹
田
で
は
、ま
だ
観か

ん
さ
つ察

さ
れ
て

お
ら
ず
、く
じ
ゅ
う
山さ

ん
け
い系

の
ご
く

限か
ぎ

ら
れ
た
谷た

に
す
じ筋

で
観
察
さ
れ
ま
す

が
個こ

体た
い

は
少
な
い
で
す
。
花か

き期
は

４
月
か
ら
５
月
で
す
。

郷土の植物（433）第242回

オウギカズラ（シソ科）
阿孫　久見

便利な機能で情報満載!!
友 だ ち 募 集 中

ご家族やご友人にも
ご紹介をお願いします！

友だち追加は
こちらから→

https://lin.ee/LLNWpgM

■問 情報推進課 DX 推進係　☎ 63-4832

竹 田 市
LINE公式アカウント
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